
レモンの一大産地を目指して
高
たか

橋
はし

　寛
ひろ
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食と農と暮らしと。 あなたをリードするアクティブ・マガジン食と農と暮らしと。 あなたをリードするアクティブ・マガジン

　

潮
風
注
ぐ
石
橋
山
か
ら
は
、
房

総
半
島
が
一
望
で
き
る
。
そ
ん
な

絶
景
の
畑
で
レ
モ
ン
を
栽
培
す
る

高
橋
さ
ん
。
定
年
後
、
本
格
的
に

農
家
を
継
ぎ
14
年
目
。
毎
年
レ
モ

ン
を
定
植
し
、
今
で
は
50
本
ほ
ど

に
。
大
豊
作
と
な
っ
た
今
期
は
、

４
月
頃
ま
で
約
２
ト
ン
の
収
穫
を

見
込
み
ま
す
。

　

小
田
原
市
の
石
橋
地
区
周
辺
で

は
、
昔
か
ら
レ
モ
ン
栽
培
が
盛
ん

で
す
が
、
農
家
の
高
齢
化
や
後
継

者
不
足
な
ど
の
問
題
は
深
刻
。
高

橋
さ
ん
は
産
地
を
守
り
、『
湘
南

潮
彩
レ
モ
ン
』
を
盛
り
上
げ
る
た

め
、
県
の
技
術
セ
ン
タ
ー
に
協
力

し
な
が
ら
日
々
奮
闘
し
て
い
ま
す
。

「
せ
ん
定
は
樹
冠
を
横
に
広
が
る

よ
う
に
す
る
こ
と
で
花
芽
が
し
っ

か
り
つ
く
。
ま
た
、
夏
に
し
っ
か

り
摘
果
し
た
こ
と
で
良
質
な
実
に

仕
上
が
っ
た
」
と
話
し
ま
す
。

　

近
年
の
異
常
気
象
や
温
暖
化
に

よ
っ
て
、
今
の
病
害
虫
防
除
で
は

難
し
い
と
感
じ
て
お
り
、
今
後
は

発
生
時
期
や
被
害
な
ど
を
調
査
し
、

様
々
な
方
法
を
組
み
合
わ
せ
て
効

果
を
は
か
っ
て
い
く
考
え
で
す
。

　

高
橋
さ
ん
は
、
新
規
就
農
者
に

今
ま
で
学
ん
で
き
た
技
術
を
指
導

し
て
い
ま
す
。
い
つ
か
『
Ｊ
Ａ
か

な
が
わ
西
湘
』
が
レ
モ
ン
の
一
大

産
地
に
な
る
日
を
夢
見
て
、
今
日

も
栽
培
に
力
を
込
め
る
汗
と
レ
モ

ン
が
キ
ラ
リ
と
輝
い
て
い
ま
し
た
。
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◆
令
和
６
年
度
贈
答
用
ミ
カ
ン
・
キ
ウ

イ
・
梅
干
の
取
扱
い
結
果
に
つ
い
て

　
昨
年
末
に
お
取
扱
い
し
ま
し
た
贈
答
用

ミ
カ
ン
・
キ
ウ
イ
フ
ル
ー
ツ
・
梅
干
の
販

売
結
果
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。
オ
ン
ラ
イ

ン
シ
ョ
ッ
プ
販
売
も
含
め
、
ミ
カ
ン
合
計

は
前
年
を
26
ケ
ー
ス
上
回
る
１
，
９
８
２

ケ
ー
ス
、
キ
ウ
イ
フ
ル
ー
ツ
合
計
は
前
年

を
48
ケ
ー
ス
上
回
る
４
７
５
ケ
ー
ス
、
梅

干
は
前
年
を
27
ケ
ー
ス
上
回
る
40
ケ
ー
ス

と
な
り
ま
し
た
。
贈
答
用
の
販
売
金
額
合

計
も
前
年
を
44
万
円
上
回
る
７
４
２
万
円

と
な
り
ま
し
た
。

◆
『
組
合
員
限
定
特
別
定
期
貯
金
』
お
よ

び
『
金
利
優
遇
定
期
貯
金
』
に
お
け
る

目
標
金
額
の
変
更
並
び
に
金
利
設
定
に

つ
い
て
（
第
２
期
）

　

令
和
６
年
12
月
２
日
（
月
）
か
ら
令

和
７
年
３
月
31
日
（
月
）
ま
で
、
組
合

員
（
家
族
を
含
む
）
限
定
特
別
定
期
貯

金
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
展
開
し
て
お
り
ま

す
が
、
当
初
の
目
標
金
額
20
億
円
に
対
し

て
12
月
１
カ
月
間
で
約
19
億
円
の
実
績
と

な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
目
標
金
額
の

変
更
並
び
に
第
２
期
と
な
る
２
月
３
日

（
月
）
か
ら
３
月
31
日
（
月
）
ま
で
の
金

利
設
定
等
に
つ
い
て
協
議
し
た
結
果
、
承

認
さ
れ
ま
し
た
。
目
標
金
額
は
20
億
円
増

額
し
た
40
億
円
に
変
更
し
、
第
２
期
の
設

定
金
利
は
日
銀
に
よ
る
政
策
金
利
の
変
更

が
不
透
明
な
状
況
に
あ
る
こ
と
か
ら
、
店

頭
表
示
金
利
プ
ラ
ス
０
．
２
％
の
優
遇
金

利
と
な
り
ま
す
。

理
事
会
だ
よ
り

～
主
な
議
題
～

令
和
７
年
１
月
17
日

　
協
同
組
合
は
、
組
合
員
が
集
ま
り
組

合
運
営
に
参
画
し
、
そ
の
願
い
の
実
現

性
を
高
め
る
組
織
で
あ
り
、
そ
の
基
盤

と
な
る
の
が
集
落
単
位
を
区
域
と
す
る

支
部
組
織
で
す
。
し
か
し
な
が
ら
、
正

組
合
員
の
減
少
や
高
齢
化
、
過
疎
化
す

る
地
域
社
会
の
変
化
等
の
要
因
に
よ
り
、

支
部
員
減
少
が
年
々
進
ん
で
い
る
状
況

で
す
。

　
現
在
の
傾
向
が
続
く
と
、
地
域
内
に

お
け
る
組
合
員
同
士
の
関
係
の
希
薄
化
、

さ
ら
に
は
支
店
運
営
委
員
会
の
主
な
構

成
員
と
な
っ
て
い
る
地
域
代
表
の
機
能

が
発
揮
で
き
ず
、
支
店
運
営
・
Ｊ
Ａ
へ

の
意
思
反
映
（
組
合
員
の
意
見
を
聞
く

場
）
や
組
合
員
の
願
い
の
実
現
が
困
難

に
な
る
懸
念
が
あ
り
ま
す
。

　
こ
う
し
た
状
況
を
踏
ま
え
、
Ｊ
Ａ
で

は
支
部
活
動
を
支
援
す
る
た
め
、
農
地

保
全
・
農
業
振
興
に
資
す
る
活
動
助
成

金
を
令
和
６
年
度
よ
り
創
設
。
支
部
が

主
体
と
な
り
実
施
す
る
『
農
道
整
備
』

『
農
業
用
水
路
等
の
清
掃
』
『
有
害
鳥

獣
対
策
』
な
ど
を
実
施
し
た
場
合
、
一

支
部
年
１
回
で
す
が
一
律
五
千
円
を
助

成
し
ま
し
た
。
令
和
７
年
度
か
ら
は
助

成
回
数
を
一
支
部
年
４
回
分
ま
で
拡
充

し
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
、
年
に
複
数
回

の
農
道
整
備
や
農
業
用
水
路
の
清
掃
等

を
実
施
し
て
い
る
支
部
は
、
支
部
活
動

の
さ
ら
な
る
支
援
が
受
け
ら
れ
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。
今
年
度
実
施
し
た
報
徳

支
店
の
支
部
員
か
ら
は
「
地
元
の
人
達

と
協
力
し
て
農
地
を
守
る
こ
と
は
大
事
。

ま
た
Ｊ
Ａ
か
ら
の
助
成
支
援
も
励
み
に

な
る
」
と
話
し
て
い
ま
す
。

　
な
お
、
令
和
６
年
度
中
（
令
和
７
年

１
月
31
日
現
在
）
に
申
請
し
た
支
部
は

33
支
部
で
す
。
管
内
に
は
全
３
６
０
支

部
あ
り
ま
す
が
、
今
年
度
対
象
と
な
る

活
動
を
実
施
さ
れ
た
支
部
で
、
未
申
請

の
支
部
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
お
早
目
に

最
寄
り
の
支
店
に
て
手
続
き
を

お
願
い
し
ま
す
。

　
ま
た
未
実
施
の
支
部
に
つ
き

ま
し
て
は
、
支
部
員
の
絆
も
深

め
る
活
動
と
な
り
ま
す
の
で
、

こ
の
機
会
に
取
り
組
み
の
検
討

を
お
願
い
致
し
ま
す
。

協
同
の
力
で
農
業
を
守
ろ
う

～
農
道
整
備
等
で
支
部
員
の
絆
も
深
め
る
～

　
Ｊ
Ａ
で
は
、
今
年
度
よ
り
『
支
部
』
『
生
産
組
合
』
（
以
下
支
部
組

織
と
い
う
）
と
い
っ
た
集
落
単
位
で
行
う
支
部
活
動
の
助
成
支
援
を

行
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
支
部
組
織
が
主
体
と
な
り
、
農
道
整
備
や
農

水
路
の
清
掃
な
ど
を
実
施
し
た
場
合
に
、
Ｊ
Ａ
が
一
律
に
助
成
金
を
支

出
し
て
活
動
を
支
援
す
る
も
の
で
す
。

　
令
和
６
年
度
に
申
請
し
た
支
部
は
33
支
部
。
令
和
７
年
度
は
、
こ
の

助
成
金
の
申
請
回
数
を
さ
ら
に
拡
充
し
ま
す
の
で
、
支
部
活
動
の
充

実
・
活
性
化
に
向
け
検
討
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

※
支
部
組
織
の
維
持
・
育
成
を
目
的

に
、
支
部
へ
の
加
入
数
に
応
じ
て
支

出
し
て
い
る
『
支
部
活
動
費
』
に
つ

い
て
は
、
令
和
７
年
度
も
例
年
通
り

の
支
出
基
準
の
予
定
で
す
。

組合員が協力して農水路の草刈作業に汗を流し
ました

支部活動助成金申請状況一覧表
令和7年1月31日現在

支 店 名 申請支部数
久 野 1
報 徳 13
成 田 6
下 府 中 2
曽 我 の 里 1
下 中 2
大 窪 1
湯 河 原 4
相 和 1
清 水 1
岡 本 1
合 計 33
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営農コーナー営農コーナー
ミカンナガタマムシの生態と対策について

西湘はるみ米研究会　新規会員募集

　ミカンナガタマムシによる、ミカンの枯死、樹勢低下が見受けられます。下記対策を参考に防除しましょう。

【生　態】
⑴　カミキリムシ類と同じコウチュウ目に属し、成

虫は約６～10ｍｍで黒銅色の体色をしています
(画１)。

⑵　成虫は葉の周辺部を食害します(画２)。幼虫(画
３)は若齢期には樹皮下の形成層を食害(画４)
します。老齢期になると木部に移動し食害・蛹

よ う

化
か

（サナギに変態すること）します。幼虫は幹
の形成層を食害していきます。最初は一部の
主枝が枯死し、数年後には樹全体が枯死します
(画５)。

⑶　成虫の発生回数は年１回で、５月下旬から８月
中旬に羽化。６月中下旬に羽化のピークを迎え
ます。

【対　策】
⑴　樹皮内の幼虫は５月以降、成虫に羽化します。
　　○被害が重度な場合…４月までに被害樹を伐採

　します。伐採した被害枝から成虫が発生する
　ので園外処分しましょう。

　　○被害が軽度な場合…被害部位を切って取り除き、
　　　残った樹には以下の薬剤を使い、被害拡大を防ぎます。
　　　５月下旬にガットサイドＳ、１～1.5倍を直径３㎝以上の主枝、亜主枝、側

　枝に塗布、または1.5倍を散布します（ミカンおよび夏ミカンのみ１回）。
　　　※ガットサイドＳの上記使用は（ミカンおよび夏ミカン）のみ登録があり、他のカンキ

　　ツには使用できないので注意しましょう。
⑵　成虫発生最盛期となる６月中下旬にエクシレルＳＥを5000倍で散布します

（３回以内）。
　　多発園では７月中旬に追加防除します。
⑶　樹勢の弱い樹を好んで食害するので、適正な施肥をして樹勢を保ちましょう。
⑷　老木樹を改植しましょう。
　　  ※令和７年１月１日現在の農薬登録内容です。
　　  ※農薬の使用は使用基準を確認し、周りの他作物に農薬が飛散しないようにして下さい。

　平成30年度に立ち上げた同研究会は、水稲『はるみ』の品質と食味にこだわる栽培を
行い、研究会ブランド『さかわのめぐみ』の生産・販売に取り組んでいます。

※詳細は各営農経済センター、中井・山北支店にお問合せください。

活動内容：勉強会・ほ場巡回・土壌診断・定期総会等
募集期間：令和７年２月25日（火）～３月24日（月）
申込方法：最寄りの支店または営農経済センター（申込書は店舗に用意してあります）
　　　　　加入については以下の条件を満たす必要があります。

必
須
条
件

必ず取り組む項目

選
択
条
件

３つ以上取り組む項目

・栽培面積おおむね10ａ（１反）以上
・種子更新率100％
・ほ場ごとの生産履歴の提出、GAPの取り組み
・調製は1.8ｍｍ以上で行う

・｢土壌診断の実施」 ・｢稲わらのすきこみ」
・｢堆肥の投入」　　 ・｢春まで２回以上耕うん」
・｢ケイ酸肥料施用」
・｢化学肥料を県基準慣行の30％削減」
・｢化学農薬を県基準慣行の30％削減」
・｢地域の水利に合わせた適期の中干し」
・｢疎植栽培（50株/坪以下）」
・｢元肥＋追肥体系」

ミカンナガタマムシの成虫

画１

画３

画２

画４

画５

ミカンナガタマムシの幼虫

成虫に食害された葉

幹の被害

幹が食害され、枝が枯死したミ
カン



イチゴ
に恋して

特集 　甘ーいイチゴの季節がやってきました。管内のイチゴ農家は日々収
穫に大忙し。食欲をそそる真っ赤な見た目と甘い香り。一口食べると
口の中に広がるジューシーな甘さで幸せいっぱい。今月はイチゴの魅
力をたっぷりお届けします。

　農林水産省では、「一年生草本植物である」という理由からイチゴは『野菜』に分
類されています。また園芸学でも、植物の特性の観点から『野菜』に分類。ただし、
メロンやスイカと同じ『果実的野菜』とも呼ばれています。

　ビタミンCが豊富で６～７粒で１日のビタミンC摂取量に相当するそうです。また、
葉酸や抗酸化作用が高いフラボノイドの一種アントシアニン、虫歯予防効果のあるキ
シリトールも含まれています。キシリトールは虫歯の増殖を防ぐ働きがあるとされて
います。

　富士山が望めるイチゴ園。色々な
世代の方達に楽しんでもらいたいと
15年前にオープンしました。全天候
対応型ハウスのため、雨天でもイチ
ゴ狩りが楽しめます。品種は､『紅
ほっぺ』をはじめ､『かなこまち』､
『おいＣベリー』､『とちおとめ』
など厳選した13種類。今後も新しい
品種を取り入れていく予定です。

　５棟あるハウスうちの１棟を
貸切り、プライベートな空間で
イチゴ狩りが体験できます。
15年前、ミカン畑だったとこ
ろにオープン。目の前に広がる
ロケーションは抜群で伊豆大島
も見えます。品種は『おいＣベ
リー』､『よつぼし』､『紅ほっ
ぺ』の３種類で、各ハウスで２
種類ずつ栽培しています。

栽培を始めたのは？
　今から44年前です。親は野菜と水稲を栽培していましたが、違う作物を栽培した
いとメロン栽培と一緒に始めました。高設栽培と土耕栽培に取り組んでいますが、土
耕栽培のハウスでは、イチゴのシーズン終了後はメロン栽培に取り組んでいます。

栽培品種は？
　『さちのか』をメインに､『白いイチゴ』､『かなこまち』､
『おいCベリー』の４種類です。さちのかは大玉で酸味は穏や
か。甘みとのバランスがよいのが特徴です。
おいしさの秘密は何ですか？
　愛情を注いでいるのはもちろん、水もポイントです。この辺
は水が豊富で地下水を使用しています。
どこで買えますか？
　県内のスーパーで販売しています。『小田原いちご』を見つ
けたら、ぜひご購入ください。また、ハウス前の自販機でも販
売しています。『白いイチゴ』は珍しいのか特に人気です。

栽培を始めたのは？
　親の代からなので60年くらい前です。以前は水稲や温州ミカンを栽培していまし
たが、イチゴ栽培に切り替えました。始めた頃は露地栽培が主流。収穫のチャンス
は４月の１回のみでした。今はハウス栽培（土耕栽培）で収穫時期は12月から５月
と長くなりました。
栽培している品種は何ですか？
　『章姫』です。共販で出荷している『あ
しがらいちご』の品種は『章姫』と決まっ
ているんです。実が柔らかく、甘みが強く
酸味が少なく上品な味わいが特徴です。
おいしさの秘密は何ですか？
　この土地は砂地で「水はけがいい」とい
う特徴が影響していると思います。また、
たまに聞かせる私の歌声もおいしくなる秘
密かもしれません(笑)。

どこで買えますか？
　大井町近隣のスーパーですが、『あしがらいちご』の生産者は少なく、幻のイチゴになっています。濃橙色で
すっぱそうに見えますが、甘みは十分。見かけたらぜひご賞味ください。

おすすめのイチゴは『紅
ほっぺ』です。果肉がやわ
らかめでジューシー。適度
な酸味とコクがあります。
イチゴ狩りでしか味わえな
い熟度の高いイチゴの甘み
をお楽しみください。

おすすめのイチゴは『おいＣベ
リー』です。甘みと酸味のバラ
ンスが良く、ビタミンＣの含有
量が多くなっています。友人や
家族、カップルで貸し切り、
ゆっくりお楽しみください。

飯山良久さん
（大井支店・大井町金子）
１棟のハウスで約６ａ栽
培。あしがらいちご組合長。

山﨑保さん
（報徳支店・小田原市飯田岡）
２棟のハウスで約13ａ栽培。
小田原いちご生産部長。

ハウス前（小田原市飯田岡573番地）で販売中です

熟す前の白い状態でも
あまり酸味は感じません

紅ほっぺ

白いイチゴ かなこまち
※神奈川県オリジナル品種

さちのか

章姫

おいＣベリー

園主の市川祐光さん
（曽我の里支店・小田原市曽我谷津）

園主の山室光正さん
（片浦支店・小田原市江之浦）

イチゴは
果物？野菜？

ツブツブは
種じゃない？

さあ、イチゴ狩りに出掛けよう!!

おしえて！イチゴ農家��

体にうれしー！
栄養素！

☎080（3218）4115
住所：小田原市上曽我2624番地

ＡＧＲＩ　ＷＡＹＳ

☎0465（29）0334
住所：小田原市江之浦

まるやま園

※詳しくはこちら→

※詳しくはこちら→

管内のイチゴ農家に質問！おいしさの秘密や
おすすめのイチゴを教えてもらいました。

には管内イチゴがいっぱい揃っています

　果肉についているツブツブは種にみえますが、実は種ではありません。一つひとつ
が果実で、一粒のイチゴはたくさんの果実が集まった『集合果』。種はそれぞれの実
の中に入っています。また、赤い部分は果実ではなく、花托または花床といって、花
の付け根の部分が発達したものです。

か  しょうか    たく
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米
袋
を
リ
メ
イ
ク
し
よ
う
―
―
。
女
性
部
片
浦
支
部
は
１

月
14
日
に
サ
ー
ク
ル
活
動
と
し
て
『
家
の
光
』
に
掲
載
さ

れ
て
い
る
米
袋
バ
ッ
グ
を
作
ろ
う
と
、
支
店
の
会
議
室
に
部

員
７
人
が
集
ま
り
ま
し
た
。
作
り
方
に
は
こ
だ
わ
ら
ず
、
み

ん
な
で
ア
レ
ン
ジ
。
「
こ
こ
に
布
を
被
せ
た
ら
か
わ
い
い
か

も
」
「
ア
ク
セ
ン
ト
に
布
を
貼
っ
た
ら
い
い
感
じ
」
な
ど
自

分
だ
け
の
逸
品
に
仕
上
げ
ま
し
た
。
田
代
良
子
支
部
長
は

「
作
る
の
は
大
変
だ
っ
た
け
ど
、
み
ん
な
で
協
力
し
て
作
業

が
で
き
る
こ
と
が
女
性
部
の
い
い
と
こ
ろ
。
オ
リ
ジ
ナ
リ
テ

ィ
溢
れ
る
作
品
に
仕
上
が
っ
た
」
と
活
動
の
楽
し
さ
を
感
じ

て
い
ま
し
た
。

　
大
井
町
相
和
地
区
に
あ
る
大
井
町
農
業
体
験
施
設

『
四
季
の
里
』
は
１
月
18
日
に
「
お
ぼ
ろ
豆
腐
づ
く

り
」
を
開
き
ま
し
た
。
県
内
外
か
ら
12
人
が
参
加
。

参
加
者
は
「
で
き
立
て
の
豆
腐
は
豆
の
味
が
濃
い
し
、

手
作
り
は
や
っ
ぱ
り
お
い
し
い
ね
」
と
声
を
弾
ま
せ

て
い
ま
し
た
。

　
講
師
の
自
然
体
験
活
動
指
導
員
は
「
昔
の
く
ら
し

の
知
恵
や
思
い
を
伝
え
た
い
」
と
活
動
し
て
い
ま

す
。
で
き
あ
が
っ
た
お
ぼ
ろ
豆
腐
は
そ
の
場
で
実
食
。

「
自
分
で
作
る
豆
腐
は
格
別
」
「
豆
の
甘
さ
に
感
動

す
る
」
と
手
作
り
の
楽
し
さ
と
お
い
し
さ
に
感
動
し

て
い
ま
し
た
。

　
Ｊ
Ａ
は
１
月
21
日
に
女
性
部
と
助
け
合
い
組
織
す

み
れ
会
の
協
力
で
『
ス
マ
イ
ル
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
運

動
』
で
集
ま
っ
た
タ
オ
ル
や
雑
巾
な
ど
約
50
箱
と

食
品
20
箱
を
管
内
の
社
会
福
祉
協
議
会
と
Ｎ
Ｐ
Ｏ

法
人
報
徳
食
品
支
援
セ
ン
タ
ー
に
寄
贈
し
ま
し
た
。

２
０
２
５
年
は
国
際
協
同
組
合
年
に
あ
た
る
こ
と
か

ら
、
寄
贈
の
段
ボ
ー
ル
に
ロ
ゴ
マ
ー
ク
を
貼
り
、
チ

ラ
シ
を
渡
す
な
ど
し
て
、
協
同
組
合
が
行
っ
て
い
る

地
域
貢
献
活
動
を
Ｐ
Ｒ
し
ま
し
た
。
Ｊ
Ａ
は
こ
れ
か

ら
も
地
域
に
笑
顔
の
輪
が
広
が
る
活
動
を
組
合
員
と

と
も
に
行
っ
て
い
き
ま
す
。

多くの善意が集
まりました

小田原市社会福祉協
議会へ寄贈の様子

お
い
し
い
豆
腐
が
で
き
る
か
な

おしゃれなバッグが完成

地
域
に
笑
顔
の
輪
を
広
げ
よ
う

～
Ｊ
Ａ
ス
マ
イ
ル
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
～

米
袋
が
お
し
ゃ
れ
バ
ッ
グ
に

作
っ
て
食
べ
て
楽
し
さ
２
倍 ～

女
性
部
片
浦
支
部
が
サ
ー
ク
ル
活
動
～

～
大
井
町
『
四
季
の
里
』
で
お
ぼ
ろ
豆
腐
づ
く
り
～
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Ｊ
Ａ
の
直
売
所
は
地
産
地
消
の
発
信
拠
点
―
―
。
朝
ド
レ
フ
ァ

～
ミ
♪
成
田
店
が
１
月
24
日
来
店
者
７
０
０
万
人
を
達
成
し
ま
し

た
。
セ
レ
モ
ニ
ー
で
は
７
０
０
万
人
目
の
レ
ジ
通
過
者
８
人
に
農

産
物
詰
め
合
わ
せ
と
コ
チ
ョ
ウ
ラ
ン
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。
記
念
品

を
受
け
取
っ
た
小
田
原
市
在
住
の
女
性
は
「
新
鮮
な
野
菜
が
豊
富

に
揃
っ
て
い
る
の
で
週
２
回
以
上
来
て
い
る
。
家
族
に
安
全
安
心

な
も
の
を
食
べ
さ
せ
た
い
」
と
話
し
ま
し
た
。
同
店
は
平
成
20
年

４
月
に
オ
ー
プ
ン
。
現
在
の
出
荷
農
家
は
約
６
２
０
人
で
、
１
日

平
均
１
，
２
０
０
人
ほ
ど
が
買
物
に
訪
れ
て
い
ま
す
。
出
荷
協
力

会
の
浦
井
貫
之
委
員
長
は
「
７
０
０
万
人
を
達
成
で
き
た
こ
と
は
、

農
家
が
良
質
な
農
産
物
を
作
り
地
域
を
盛
り
上
げ
て
頑
張
っ
て
き

た
お
か
げ
。
こ
れ
か
ら
も
多
く
の
人
に
地
場
産
を
買
っ
て
食
べ
て

ほ
し
い
」
と
呼
び
か
け
ま
し
た
。

　
山
北
支
店
は
や
ま
き
た
野
菜
く
ら
ぶ
（
Ｙ
Ｙ
Ｃ
）
と
協
力

し
て
１
月
30
日
、
山
北
支
店
で
シ
イ
タ
ケ
栽
培
講
習
会
を
開

き
ま
し
た
。
シ
イ
タ
ケ
栽
培
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
て
も

ら
う
こ
と
が
目
的
で
、
組
合
員
ら
約
30
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

会
議
室
で
栽
培
の
基
礎
知
識
や
原
木
の
管
理
方
法
を
学
ん
だ

後
、
実
際
に
植
菌
を
体
験
。
ほ
だ
木
は
地
場
産
の
ク
ヌ
ギ
を

使
用
。
ほ
だ
木
の
穴
約
50
～
60
個
に
、
一
つ
ひ
と
つ
丁
寧
に

菌
を
植
え
付
け
て
い
き
ま
し
た
。
参
加
者
は
「
ほ
だ
木
全
体

に
シ
イ
タ
ケ
菌
が
回
る
よ
う
管
理
を
し
っ
か
り
と
行
い
、
お

い
し
い
シ
イ
タ
ケ
を
育
て
た
い
。
収
穫
が
楽
し
み
」
と
笑
顔

で
話
し
ま
し
た
。

　
第
16
回
年
金
友
の
会
親
睦
旅
行
『
ス
パ
リ
ゾ
ー
ト
ハ

ワ
イ
ア
ン
ズ
に
泊
ま
る　
茨
城
・
福
島
の
旅
２
日
間
』

が
１
月
20
日
～
２
月
７
日
の
間
に
開
か
れ
ま
し
た
。
７

班
に
分
か
れ
、
約
５
５
０
人
が
参
加
。
１
日
目
は
荘
厳

な
雰
囲
気
の
『
御
岩
神
社
』
や
水
戸
藩
士
が
学
ん
だ
藩

校
『
弘
道
館
』
を
見
学
し
、
夜
は
華
や
か
な
フ
ラ
ダ
ン

ス
シ
ョ
ー
を
楽
し
み
ま
し
た
。
２
日
目
は
『
い
わ
き
震

災
伝
承
み
ら
い
館
』
を
訪
れ
、
震
災
の
記
憶
や
教
訓
を

学
び
ま
し
た
。
参
加
者
は
「
寒
か
っ
た
が
、
仲
間
と
話

せ
て
心
が
温
か
く
な
っ
た
。
学
び
も
あ
り
充
実
し
た
旅

だ
っ
た
」
と
満
足
の
様
子
で
し
た
。

『いわき震災伝承
みらい館』を見学
する参加者

華やかなフラダンスショー

来
店
７
０
０
万
人
達
成
セ
レ
モ
ニ
ー

ほ
だ
木
に
植
菌
す
る
参
加
者

南
国
気
分
を
味
わ
う

地
域
の
食
卓
を
支
え
る
直
売
所

シ
イ
タ
ケ
栽
培
を
学
ぶ

～
年
金
親
睦
旅
行
約
５
５
０
人
が
参
加
～

～
朝
ド
レ
成
田
店
が
来
店
７
０
０
万
人
達
成
～

～
山
北
支
店
で
植
菌
体
験
型
講
習
会
～



［取扱期間］令和7年2月3日 令和7年3月31日月 月

店頭
金利

+プラスプラス
当JA組合員の方（ご家族含む）

新規資金での預入に限らせていただきます

※新規にご加入いただける方も対象となります

※金利情勢に変化があった場合、金利の見直しまたはお取扱いを中止にすることがあります。

※当JAから出金された資金は対象になりません

ご利用
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ご契約額
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50万円以上
1年（自動継続）

詳しくは最寄りの支店窓口へお尋ねください。
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 詳しくは各支店、または組織企画部相談課　☎ 0465(47)8176

農業労災保険に加入しませんか

ＪＡ職員を募集します

ＪＡかながわ西湘は2025年国際協同組合年
(またはIYC2025)に賛同しています

応募資格：令和８年３月末に大学・短大・専門学校あるいはそれ同等以上の学校を卒業見込みの方
　　　　　※既卒者は除きます
職　　種：総合職（詳しくは『マイナビ』にて確認してください）
応募方法：ＪＡかながわ西湘のホームページの採用情報から就職サイト『マイナビ』に
　　　　　アクセスしエントリーしてください（３月１日からエントリー可能）

　農業労災保険は国が保険者となり、労働者（雇用される方）の災害を補償する制度です。下記の内容のいず
れか（重複不可）に特別加入できます。
　令和６年度における当ＪＡの事故発生件数（12月末受付時点）は５件。チェーンソー作業時や脚立からの
転倒などによる事故がありました。万一に備え、ご加入ください。
特定農作業従事者　一定の経営規模以上、個別経営者の農業者
　　　　　　　　　（経営耕作面積２ha以上、または年間販売金額300万円以上）
　　　　　　　　　①動力により駆動される機械を使用する作業　　　　　②高さ２ｍ以上での作業
　　　　　　　　　③サイロ・むろ等酸素欠乏の危険場所における作業　　④農薬散布作業
　　　　　　　　　⑤牛・馬・豚に接触、またはその恐れのある作業、その他上記作業に直接付帯する作業

指定農業機械作業従事者　指定農業機械を使用する農業者
　　　　　　　　　　　　トラクター・自走式田植機・コンバイン・トラック・自走式動力刈取機・動力草刈
　　　　　　　　　　　　機・動力脱穀機・チェーンソー・コンベアなど

中小事業主等　年間100日以上労働者を使用。常時300人以下の労働者を使用する事業主（事業者が法人の場
　　　　　　　合はその代表者）
　　　　　　　災害によっては補償されない場合があります。

  ＪＡかながわ西湘のホームページ https://ja-kanasei.or.jp/ 
詳しくは総務部人事課　☎ 0465(47)7243 まで
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